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となる｡これは ≠-±-で線形解 (5)につながる｡ (6)からわかるように,不安定波動は時空
的にソリトン構造を持ち得る｡ 実際にこのような傾向は, (1)を数値積分することによって,
じっさいに確かめることができる｡
少場と¢場の結合 したソリトンや, (1)を多次元化 したときのcollapse過程など興味のあ
る･問題が考えられるが,これからの問題である｡
不変 トー ラス としてのソリトン
名大･理 野 崎 - 洋
§1. はじめに
ソリトンは無限自由度の完全可積分なノ､ミル トン系における分離可能な有限自由度に対応し
ているが,実際の物理系では摂動 (例えば高次項 )のため一般に可積分性は破れている｡ とこ
ろが,ソリトンが,実際に観測されている事実は,種々の小さな摂動に対するソリトンの安定







§2.摂動論的考察 一 有限次元 トー ラスとしてのソリトン
非線形シュレーディンガー方程式の空間的に対称な,n･ソリトンの ｢束縛状態｣は,摂動
















数値実験は, (A)en≠0, 60-0, (B)en-0, e0-0,の場合について,2･と 3･ソ






部分 トー ラスに分離し,ホモクリニック ･カオスが起こる｡ これ らの1次の摂動論による予想
は,数値実験において,ソリトン部分に着目することにより,小さな福射が現われるにもかか
わらず,定性的に正しいことが確認された｡3･ソリトン系においては,共鳴 トー ラス (有理
比の トー ラス )の重なりによる大域的カオスが原因と思われる ｢束縛状態｣の解離現象が観測
された｡このように,摂動が十分小さければ,2次的な編射も小さく,かつ,かなり長時間に
わたっても,ソリトンには ｢悪影響｣を及ぼさず,無理比 トー ラスに対応するほとんどの n･
ソリトンは安定であることが期待される｡ これは,ソリトンと福射との間に質的な差があるこ
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減衰のあるときのひもの運動 と非線型シュレディンガ-方程式
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§1. ひもの運動を記述する非線型シュレディンガ-方程式
一般に3次元での曲線は 曲率 Kと振率 Tで完全に記述できる. Sを曲線にそった長さとす
ると,次のFrenet-Seret公式はよく知られている｡
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